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はじめに 

 

 

高津大山街道は、古くから信仰の道、物流の道、文化交流の道として栄えた

街道であり、沿道及びその周辺には、歴史的・文化的資源が多数存在していま

す。 

これまで高津大山街道では、平成 15 年度から、地域住民から成る「大山街道

活性化推進協議会」が、街道の活性化のために具体的な活動を行ってきました。

また、街道周辺地区では川崎市都市景観条例に基づく景観形成地区の指定を受

けるなど、地域主体の景観まちづくりの取組も進められてきました。 

一方で、街道沿いの商業の衰退や歴史的建造物の消失、通過交通による交通

混雑や歩行の危険性など、様々な課題も依然残っています。 

市では、これまでの地域の取組や現状の課題を踏まえ、街道及び周辺に残さ

れた歴史的・文化的資源を保全・活用し、魅力的な空間創造と地域活性化を図

るため、「高津大山街道マスタープラン」を策定することとしました。 

策定にあたっては、地域の方々や学識者、行政との市民協働で検討を進め、

併せて、パブリックコメント手続の実施やフォーラムの開催等を通じ、広く市

民意見を伺い、このたび「高津大山街道マスタープラン」がまとまりました。 

今後は、市としてもこの計画に基づき、積極的に具体的な事業に取り組んで

まいりますが、推進にあたっては、市民の皆様と協働で進めていくことが前提

となっております。 

実現のために、皆様の御参加と御協力をぜひともよろしくお願いいたします。 

  

 

 

2009（平成 21）年 3月 

 

 

高津区長 山﨑 茂 
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